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:昭和58年 2月 20日lB112時30分開場
1時 一 開演

:調布市福祉会館グノーンホーノン

(調布駅南口前)

主催 :調布三曲協会 ・調布市文化協会 後援 :調布市教育委員会



二十周年を祝 う

調布市長

金子 佐一郎

調布三曲協会が創立二十周年を迎えられたことを心からお慶び申

しあげます。

等、三味線、尺八による三山音楽というものは、流行歌が、
｀
歌は

世につれ世は歌につれ
″
といった世相を反映 しながら時代々の入々

に想い出を心に残 してくる流行歌 とは少しちがい、伝統芸能の
一つ

として心ある人々により、昔より大事に受け継がれて来た音楽です。

伝統芸能は、流派 とか型とかがあつて相互には、なかなか交iれでき

るものではないのですが、調布のような、一つの地域では、それら

をのり越えて協力してゆかなければならないでしょう。さいわいに

調布は、その交流発展の場として調布三曲協会が設けられ二十周年

という歳月を経て来られたということは、 4て もすばらしいことで

す。

今後はさらに一層、芸を磨 き、市民 との交流を深め、理解を得 ら

れるようご努力いただき、調布市の発展に寄与 していただければ大

変 うれしく思います。

また、本日の演奏会が貴協会の更にご発展につながることを、心

よりお祈 り申し上げます。
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ご 挨 拶
調布市文化協会

会長福元 三 明

早春に先がけて催されます、今 日の琴 と尺八の会。

調布市に三曲協会が誕生 して、満20年がたちました。

第一回の演奏会が昭和37年 6月 、以来毎年市民文化祭に参加され当

文化協会発足以来有力構成団体 として、積極的に協力されその活動

と実績を高 く評価 し、この度創立20周年記念行事の一環 として実施

する本日の演奏会を全面的に援助 して、市民のみなさまのために文

化の啓 もうと向上にある限 りの力を発揮され、素晴 しいi寅奏を期待

したいと念 じてお ります。

どうぞ皆様方の温いご声援 とご理解あるご支援を賜 ります様、お

願い申し上げる次第でございます。

ごあいさつ
調布三曲協会

会長木藤 きみ子

梅だよりに心なごむこのごろでございます。

本日はお忙 しいところご来場賜 りあ りが とうございます。

このたび教育委員会のご後援により、調布三曲協会創立20周年記念

演奏会を開 くはこびとなりました。

日本芸能の誇 りとも申すべき三曲をこの地で皆様 とともに永 くやっ

てこられましたことは大へんなよろこびでございます。

ひとえに前会長故磯野茶山先生のご努力に加えて、会員一同の情

熱によるもの と深 く感謝いたしてお ります。今後 もみの りある会に

発展 していくよう努力いたしたいと存 じます。

ここに皆々様の変 らぬご後援のほど宣 しくお願い申し上げます。
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《プ ログ ラ ム》

1. 京    ノ 代   テ レ    (内 野剣山社中)

2.さ  く ら 四 重 奏     (桑 島ナツユ・中西賀代子社中)

3.明 治 松 竹 梅  休 谷文登季社中)

4.矢 部 の 郷  備 本和夫 ・橋本 洋社中)

5.六    玉   メ il   (久 松君博社中)

6.千  ,島  の  曲    (渡 辺歌泰社中)

一追悼曲― (前会長・故磯野茶山師の為の)

磯 千 鳥  (出 演会員全員)

7.石 占            (佐 藤苦和社中)

8.落 葉 の 踊 り  付 岡ふみ社中)

9.弥 生 の 調 (桐オ寸芙沙子社中)

10.高  原  の  賦    (松 尾歌余 。伊藤歌幸都社中)

11・飛 弾 に よ せ る

バ ラ ・― ド   (嶋
田香苗・駒井孝子社中)

12.昭 和 松 竹 梅  休 藤きみ子社中)

-1時 開演一

百終演予定 4時 30分一

《司会 》

高橋由紀子

《舞台進行 》

河合三雄
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森 岡  章  作 曲

1.京  人  形

清 本 境 一 作 曲

2.さ くら四重奏

第一等  大 森藤紫美

増淵輝誉紫  佐 藤紫緒寿  大 川 紫 光

第二等  伊 藤 紫 薫  野 口紫津佳  岡 本 紫 峰

十七絃  松 沼とし紫  土 屋紫穂実

三 絃  岡 村芳紫乃  大 久保光紫  大 島紫芸美  渡 辺紫保美

深山 紫 穂  如 月紫峰里  山 本 紫 宣

尺 八  内 野 剣 山

石橋剣勇山  橋 本剣紫山  佐 藤剣邦山  山 崎照維山

本多剣秦山  門 縛剣凧山  佐 藤 剣 道  阿 部 剣 詩

小関 剣 赤  山 崎 聖 粋  田 丸 聖 順  桑 原 剣 栄

短 管  竹 野 剣 童  橋 本 剣 友
(1尺3寸)

第一筆  桑 島ナツエ  佐 藤 裕 子  赤 津 次 子  鬼 頭 雅 子

黒田 良 美  米 田美保子

第二等  保 田こずえ  井 上のりこ  安 藤喜久美  小 川 正 義

守山 明 子  野 沢 史 代  小 西 麻 子

第三筆  木 藤きみ子  金 井 志 子  市 根井摩利  矢 永 り か

小熊 理 恵  佐 藤 和 子  長 崎 智 子  峯 田 美 保

門川貴美子  岩 沢 文 子

十七絃  中 西賀代子
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3.

菊 塚 検 校 作曲

明 治 松 竹 梅

4.

宮田耕八朗 作 曲

矢 部 の 郷

筆低音  平 田文季視

高音  米 谷文登季

津久井 緑

池田ちなつ

増井文季相

本聞さとり

橋本 洋

野田 歌 京

中嶋みちる

貴堂智恵子

中川 1涼 子

鳴田 綾 子

内野 早 苗

宮本 晴 美

大原 麗 子

中村 歌 優

保坂 幸 子

柴田文李哉

柴田美栄子

中尾 歌 泉

大栗 美 和

大久保琴恵

Ⅲ川 未 絵

村上由喜子

平塚万由子

山田 佐 和

杉測 歌姫

佐藤 知 子

川崎 恵 子

相羽 弘 美

菊地 陽 子

武重 恭 子

新井 従 子

庄司 都 代

渡辺由美子

安田真由美

尺 八  橋 本 和 夫

第一筆  渡 辺 歌 泰

野村栄利子

勝野 裕 子

堀江 友 子

第二等(独奏)嶋 田香首

西村 佳子

天丼多緒子

小山 陽 子

十七絃  山 口 歌 秀
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5.

四世山木千賀 作 曲

六  玉

苦 沢 検 校 作曲

6.千 鳥 の

)ll

石倉 松 京

久松 君 博

菊地 博 久

吉田みち子

長谷川松右

吉)|1 和博

野口 歌 京

平塚万由子

中村 歌 優

安田真由美

福嶋 幸 博

田村 博 寿

相羽 弘 美

野村栄利子

杉渕 歌 姫

片岡 慶 子

宗井  静

庄司 都 代

中鴫みちる

中尾 歌 泉

絃

等

　

　

等

三

本 手

替 手

尺 八

曲

渡辺 歌 泰

内野 早 苗

山口 歌 秀

西村 佳子

内野 剣 山
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一前会長 ・故磯野茶山師追悼 ―

松 浦 検

機

筆

校 作 曲

千

三  絃

尺  八

く歌詞〉

うたたねの 枕 にひびく あ けの鐘

げにままならぬ世の中を 何 にたとえん飛鳥川

昨日の淵は今日の瀬と

変り易きぞかわるなと 契 りしこともいつしかに

身は浮船の構をたえ 今 は寄辺も自波や

得の雫か涙の雨か ぬ れにぞ濡れし濡れ衣

身にしむけさの浦風に わ びつつや鳴く磯千鳥

―昭和37年6月、第一回調布三曲演奏会以来、昭和57年5月 14日死去に至るまで

20年間にわたり当協会の会長として三出発展に尽力を惜しまず、弦に多大の責

献を成し得ました、今日までの功績を讃えまして、会員一同追悼の意をこめま

して、「磯千鳥」を演奏させて項きます。 ―合挙―

木藤きみ子

角田 央 子

伊藤歌幸都

桑島ナツエ

久松 君 博

村岡 ム み

内野 剣 山

橋本 和 夫

中西賀代子

桐村英沙子

駒井 孝 子

渡辺 歌 泰

宗井 静

門得剣鳳山

橋本 洋

米谷文登季

松尾 歌 余

鳩田 香 苗

佐藤 昔 和

佐藤 剣 道

(故残野茶山師)
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宮 城 道 雄 作 曲

7.砧

等高音  柴 田喜代子  祖 母井文恵

等低音  佐 藤 吉 和

宮 城 道 雄 作 曲

8.落 葉 の 踊 り

等  井 坂 恵 子 | 五十嵐美穂子  川 島三枝子  小 俣季巳江

三 絃  本寸岡 ふ み ― 川合 トモ子  丼 坂 糸 子   長  全 子

十七絃  吉 野 裕 子

久 本 玄 智 作 曲

9.弥 生 の 調

筆  桐 村英沙子  大 ?撃 薫   遠 藤 康 子  宮 沢 栄

中島 得 子 ‐ 力口賀やよい

尺 八  八 木 宏 山  北 篠 部 雄  大 久保部簿  岡 村 宏 鳳

筑紫歌都子 作曲

10.高 原 の 賦

等  松 尾 歌 余  高 橋歌恵柱  伊 藤歌幸都  吉 松歌寿三

上山歌木綿  高 山歌祢妙  高 野歌祢久

尺 八  石 橋剣勇山
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長 澤 勝 俊 作 曲

11.飛弾によせるバラード

第一筆  鳴 田 香 苗  大 久保琴恵

第二等  嶋 田 綾 子  本 寸上由喜子

第二等  武 重 恭 子  田 押美津枝

十七絃  駒 井 孝 子

尺 八  宮 田耕八朗

宮 城 道 雄 作 曲

12.昭 和 松 竹 梅

一 部  岩 井 佳 子  角 岡 暁 子  辰 繁 啓 子  松 田 孝 子

鷺巣那古美

二 部  木 藤きみ子  花 岡 礼 子  桑 島ナツ=  伊 藤和佳子

井上のり子

尺 八  内 野 剣 山  橋 本剣紫山  佐 藤剣邦山  本 多剣秦山

竹野 剣 童

※メモ欄

-9-



調 布 三 曲協 会 (会員教授所)
(五十音順)

〔尺 八 〕 阿 部 鳳 功Z

内野 剣 山

金子剣巧山

佐藤 剣 道

橋本 和 夫

橋本  洋

門侮剣鳳山

〔等 絃 〕 石田 敦 子

伊藤歌幸都

井上 和 子

大沢 善 子

木藤きみ子

桐村芙沙子

桑島ナツエ

駒井 孝 子

米谷文登季

佐藤 吉 和

鳴田 香 古

角田 央 子

中西賀代子

久松 君 博

松尾 歌 余

宗井  静

村岡 ふ み

渡辺 歌 泰

〒193 八 王子市川口町2211-4

〒182 調 布市深大寺町2560 竹深合

〒182 調 布市布田2-13-4

〒182 調 布市下石原458

〒160 新 宿区北新宿 1-23-7

〒182 調 布市佐須町438町田様方

〒182 調 布市多摩川 7-34-9

0426(54)6290

(87)3354

(82)4372

(83)5638

(371)2995

(86)4472

〒182 調 布市国領町 3-1-3粕 谷方       (82)2240

〒182 稲 城市東長沼955 (連 絡先)      o423(77)6825

〒182 調 布市上石原 1-12            (82)4864

〒182 調 布市小島町 1-17-4           (82)7612

〒171 豊 島区要町 1-9福 島ヤングマンション401 (974)7735

〒182 調 布市小島町 1-39-8 丸 島方       (82)5260

〒144 世 田谷区世田谷4-12-8 (連 絡先)   (420)2710

〒194 日 野市多摩平 1-3-12         o425(83)6644

〒182 調 布市下石原 3-12-2ベ アーマンション103号 (83)1013

〒182 調 布市深大寺町2178            (82)8313

〒182 調 布市小島町 3-6-55          (82)4972

〒154 世 田谷区南烏山5-12-11宮 本ビル2D   (308)8105

〒182 調 布市調布ヶ丘 2-16-3          (84)1228

〒191 日 野市程久保683-9          o425(92)7130

〒182 調 布市布田4-3-5            (82)0900

〒182 調 布市東つつじヶ丘 1-9-18       (326)4669

〒181 三 鷹市中原 1-24-16           (300)8056

〒182 調 布市緑ヶ丘 1-11-9          (300)47oo

〒182 調 布市小島町3-44-1 713号           (82)1241

〒182 調 布市染地 3-1-890           (86)5176

調布三曲協会事務所
〒182調 布市深大寺町2560(竹深合 内野剣山方)

電話 0424(87)3354番


